
5 万分の 1 地質図 rp日

説明書

嘉 庭

(札幌一第 31 号)

北海道開発庁

昭和 34 年 3 月



「ナ

問 I~ 誌

川出 口問
と金:伸一可21

旭)1) h23-pfd
II ~512612 ググ 6 ケ l 網 走

L;'a)29,boI3/!32!a) <1 ぷァy

ド36 ……hd
4582433ヲ 4444230 ザ 222732322243425 耳一一一一骨一一m-M一刀 L記事空自~l5i4614?'14814 タ 4214314414514"

!::'!s,15215315415310415515615ゲ
:.J21 1 3. 14151 "，ク f 12I3141516I'!18!'1110I111 <,,'21'iぷμl

lt~時，凶 13 i'41/5116'I'> ノ'6 11 '7 1 1' 81/9'何
23i2412S128!2Qi3013/132

~133!34140141 /4<'143/44

43144 14. 5150151 竺己記立

司自 1 56 日 !s ウ 521 刊JT01

J グ~MI~ ク~|

図噌 d



5 万分の 1 地質図幅

説明書

恵 庭

(札幌一策 31 号〉

北海道立地下資源調査所

北海道技印Ji 長尾捨

同小~Ii内 \f~

同 石山昭」

北海道開予告庁

liiHI13411'.3)J



との調査は，北海道総合開発の一環である，

地下資源開発のための基本調査として，北海

道に調去を委託し，道立地下資源調査所にお

いて，実施したものである c
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5 万分の l 地質図中高 官
説明書』也、

庭 (札幌--~ 31 号)

北海道立地下資源調査所

北海道技師長尾捨

同 小山内照

同 石山昭

はしがき

この図幅は，北海道開発庁から委嘱されて，作成したものである。野外調査は，昭和 32

年に，延 100 日を費しておこなったc 地質調査の大部分は，小山内・石山が担当し，長屠

は，鉱床調査を担当した。

この地域は，いわゆる札幌ー苫小牧低地帯地域にあたっていて，地質学的には，西南部

北海道と，中央部北海道に属する地層が発達している。また中央地域をしめる低地帯には

第四系が厚く堆積していて，天然ガス鉱床がみとめられる。

調査に際しては，北海道立地下資源調査所技師佐藤厳・二間瀬訓・松井公平の諸氏に協

力していただいた。また，同技師斎藤尚志氏には，試錐資料について教えていただいたコ

さらに同技師長谷川潔氏には，岩石の顕微鏡鑑定の労をわずらわした。ここに上記の方々

に，深く謝意を表する。

I 位置bよび交通

この図幅のしめる地域は，北緯緯[4位2°5印O

政的lにこは， 千歳郡千歳 rrX ・夕張郡長沼町・札幌郡広島村および千歳郡恵庭町に，それぞれ

属している。

図幅地域の西寄りに，国鉄千;;黄線が，北から南lこ向って走り，図幅内には北広島・島松・

;忠庭の 3 駅がある。また通称持丸道路と呼ばれる国道が，ほぼ鉄道と平行して走っているつ

中央低地帯は， 550m 間隔の道路が，碁盤目状に発達し，その中の基線となる道路にはパ
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スの運行がある。

また西部および東部の丘陵地帯にも，沢ぞいや尾根越しの道路が，多数発達している。

II 地形

との図幅地域を，大まかにみると， 3 つの地形区にわけることができる。

(1) 図幅の東部地域の，小さな起伏にとんだ山梁地帯

(2) 西部地域および (1) の山麓部をしめ，台地状の地形を呈し，段丘面がみとめられ

る正陵地

(3) 各河川にそってひろがっている沖積地，および中央地域の大半をしめる低地帯

(1) は，標高 280m 以上の，南北につらなる梁線をもった馬追山脈と，その西側の標

高 1∞ m 以上の山麓地域である。新第三系からできており，乙れをおおって第四系の火山

灰層が発達している。馬追山脈の梁線は，新第三紀に噴出した安山岩でつくられている。

(2) は，標高 20m から， しだいに高さをまして石山図幅地域の台地，および馬追山脈

梁線につらなる台地状の丘陵地である。おもに第四系の地層で構成されている。

西部地域では，大まかに 3 つの段正面をみわけることができる。それは，広島の西南方
わってフ

の竹山にみとめられる，標高 100m-120m の竹山面，輪厚市街地をのせる 85m 前後の輪

厚面，および広島市街地附近に発達する 20m-40m の広島面である。竹山面は，竹山を

中心とした地域にだけみとめられ，周囲は輪厚面・広島面で構成されている。輪厚面は西

部ほどしだいに高さをまして，石山図幅地域の 150m 前後の台地に連続している。広島面

は，広島市街附近で，模式的にみとめられるが，南部地域では，輪厚面との境界が不明瞭

となっている。これは，あとからのべる新期の火山灰層でおおわれているためと，考えら

れるわ

これらの面には，それぞれ砂疎層がのっているが，竹山面の喋層は，支努火山噴出物に

おおわれ，輪厚面・広島面の砂疎層は，ともに支努火山噴出物の上に発達している。乙の

ような支努火山噴出物との関係から竹山面は，石山図幅地域に発達している，中位段丘

面に，輪厚面・広島面は，低位段丘面に相当するものと考えられる。

東部の馬追山脈西麓地域では，西部の輪厚面および広島面に相当する， 2 段の段正面を

区別することができる。輪厚面に相当するものは， 50m-80m ，広島面相当のものは，

キ 恵庭火山灰層および博前火山灰層 p ともに沖積世のものと考えられている。
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20m~35m の標高を，それぞれしめしている。これらの面には，ともに新第三系・野幌層

および支努火山噴出物をおおって，砂疎層をのせている。東部地域でも，樽前火山灰層が

j享く発達する南部では， 2 段の面の境界が不明瞭となっている。

(3) は， (1)および (2) の地域を流れる，河川の沿岸に発達している低い河段丘および

沖積地と，中央低地帯にひろく発達している沖積地をさしている。

III 地質

III.l 地質概説

図幅地域を構成する地質系統は，第 1 図にしめしたようなものである。

新第三系は，東部の馬追山脈の西麓部 lこ，発達しており，岩相によって，川端層・馬追

山層・長沼層にわけられる。

第四系は，ほぼ全域にわたって発達している。下位から，野|院層・竹山棟層・支笥火山

噴出物・輪厚砂棟層・広島砂牒層などの洪積統と，これらをおおってひろく分布してい

る恵庭火山灰層・樽前火山灰層および，低地帯を構成する低地帯堆積物などの沖積統にわ

けられる。

III.2 地質各説

III.2.1 新第三系

この地域の新第三系は，前にのべたように，下位から川端層・馬追山層・および長沼層

にわけられる。川端層は，下部がシノレト岩・頁岩，上部が砂岩・頁岩を主とする地層であ

る。馬追山層は玄武岩質交山岩，および硬質頁岩・砂岩・諜岩で構成されているっ長沼層

は泥岩を主体としている。

III.2.1.1 川端層

模式地: 松井鉱泉の沢，およびその南部の沢

分布: 図幅の東端北部地域(馬追山の西麓地域)に分布している。

構造: 沢の下流地域では，一般に N 20oW~N 15°E ・ 200~500SW~NW ，上流地域

では， NS~N 20
0
E ・ 400~75°SE の走向・傾斜をしめしていて，東に急で，西にややゆる

い背斜構造をとっている。

関係: 下限が露出していないので，下位層との関係はわからない。
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る c

岩および岩相: おもにキI)レト岩・頁岩・砂岩などで構成され，凝町岩をはさんで、い

シノレト岩・頁岩は， ともに陪灰色~淡青灰色で，やや|宅硬である。シ/レト岩には，砂

質のものもみとめられる c また.玉葱状にわれることが多い。

頁岩;工，一般に板状を呈し，砂岩と互!脅していることが多 L 、。上部の頁岩には， Corbiｭ

culasp. を多量にふくんでいる。あとでのべる安山岩の F盤のものは，必 j し、鉱化作用をう

けてやや垣くなっている。

砂岩;土，暗青緑色のものや，陪灰色のものなどがみとめられるが，風化すると，一様

に陪褐色~淡褐白色となっている。一般に凝灰質で，組粒から細粒のものまでみとめら

れる。上部の砂岩ほど，凝灰質であって，浮石片を多量にふくんでいるものもある c ま

た上部砂岩は炭質物や植物化石破片をふくんでいることが多い。

凝灰岩 i工，全層をつうじて， 2 枚~3 枚みとめられる c 淡青灰白色・淡緑灰色・灰白色な

どをしめし，細粒~粗粒のものであるヶ一般に北

部地域にみとめられる凝灰岩は，砂質のものが多

い。また浮石Jl-を多くふくんでいる。!享さは 10

em 内外のもの， 50em~60em ていどのものなど
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第 2 図 川 端 層 柱 状 対 比 図

A :背 斜 西 翼 部B :東 翼 部

が あ る 。

一 般 的 な 層 相 は ， 次 の と お り で あ る 。

下 部 は ， や や 砂 買 ー の シ ノ レ ト 岩 が 主 体 を な し ， 凝) ; Jc

質 砂 岩 を は さ ん で い るc そ の 土 部 に ， 凝 ) ズ 岩 ~ 砂 ヨ ー

凝 灰 岩 を2 枚~ 3枚 は さ ん で ， 塊 状 の キ / ノ レ ト 岩 が 発

達 し て し ) る 。 さ ら に 上 部 に は ， シ ノ レ ト 岩 と 砂 岩 の 互

層 ・ 粗 粒 凝 ! 天 質 砂 岩 層 ・ 砂 岩 と 頁 岩 の 互 届 な ど が 発

達 し ， 上 位 層 に お お わ れ て い る 。

東 西 方i l l }， す な わ ち 背 斜 軸 の 東 翼 と 一 四 翼 で は ， や

や 層 相 が ち が っ て い る 。 た と え ば ， 松 井 鉱 泉 の 沢 附

近 で ， 東 西 両 翼 部 を く ら べ る と ， 次 の と お り で あ る 。

東 翼 部 で は ， 上 部 が 砂 岩 に と ん で お り ， 植 物 化 石

破 片 ・C o r b i c u l aな ど を ふ く ん で い る 。し か し 西 翼

上 部 は ， シ ノ レ ト 岩 が 主 体 で あ っ て ， 凝 灰 岩 ・ 砂 岩 を

は さ ん で い る だ け で あ る 。 こ れ は ， 後 で の べ る よ う

に ， 上 位 の 馬 迫 山 層 が ，1深 岩 層 で は じ ま っ て お り ，

不 整 合 関 係 の う た が い も あ る 。 し た が っ て ， あ る て

-5-



いど，西翼部がけずられている可能性がある。南北方向ではあまり層相の変化はみとめら

れない。

層厚: 背斜東翼部は 450m，西翼部では 300mで，上位層におおわれている。

III.2.1.2 馬追山層

模式地: 泉郷(険淵)から三川にぬける道路沿線および松井鉱泉の沢下流部と上流部。

分布: 馬追山脈の北部分水嶺および， 111 脈西麓の台地地域に，南北に帯状に分布し

ている。

構造: 馬追山脈北部分水嶺地域では，一般に， NS-S10
0
E ・ 50

0
_75

C
SE-E の走

向・傾斜をしめしている。西麓地域の北部では， N10° ，.....，20°£ ・

20
0
-40NW であるが，南部では， N1O

o
-20

0
W 方向に分布し，

傾斜はあきらかでない。下位の川端層にみとめられる背斜によ

って，東・西両翼に，ほぼ対称的な構造をとっている。松井鉱

泉の沢の，南の沢 (18 区の沢)下流には， N800W • 35°SW を

しめす個所がみとめられるが，断層による乱れと考えられる。

関係: 東翼北部では，川端層とまったく整合的に，安山

岩が接している。安山岩の下盤の，川端層の頁岩・砂岩は厚さ

30cm-50cmにわたって，やや鉱佑作用をうけている。ところ

が，西翼北部では，川端層上部の砂岩・頁岩の上に，東翼と同

質の安山岩角疎をもった疎岩または集塊岩状疎岩がのってい

る。しかし，下位の砂岩・頁岩と上位のものとの構造はほとん

どかわらない。また接合面は，かなり直線的である。また西翼 4ω

南部では，疎質砂岩および、安山岩塊が，川端層のシノレト岩の上

にみとめられる。一方，西翼部の疎岩の中の礁は，安 Ilr 岩のほ

か，砂岩・頁岩・シノレト岩などがみとめられる。また，前 lこの

べたように，馬追山層基底疎岩の下につく，川端層の層相は，

東西両翼で，多少ことなっており，みかけは整合的であるが，

多少けずられている可能性がある。しかし，構造的な差異がみ 端
見

とめられるほどの，大きな不整合関係ではないらしい。とのこ

とは，下位の川端層の層相が，上部ほど浅い環境に堆積したこ

ロ

代

A

1

娼

互

附

L
バ

ーω淳

、

ム

U

K

L

H

Y

ω

本

.

、z

f

b

内

凶1

2
雪

国

内

1

1

1

二

一

i

一

さ

さ

一-

e
ヮ

…

一

d

=
一

一

一

ケ

一

一

-

巨

匠

斥

わ

川

に

k

p

-

l

u

J馬

連

~

山

足

.・'.'・・".‘.ー“.、・ '.

|己売.'"ザ措

地措~~‘

保温

々

Ell! 岩脅岩

互月

とをしめし，馬追山層堆積前に，すでに陸地化に近い状態にる
第 3 図馬追山層基底

ったと推定される。また，馬追山層は，後でのべるように陸成 部の柱状
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jH:積物からはじまっていて，環境はほとんと、かわらずに，ほぼ連続的lこ堆積したと推定さ

れることから，あまり大きな時間間隙は，なかったと考えられる。

岩買および岩相: 安山岩・砂岩・疎岩・凝灰岩などで構成され，石炭 ·vノレト岩・閲

覧頁岩などをはさんでいる。

安山岩は，東翼の下部および上部に発達している。このうち，上部のものは，隣接の

追分図幅地域に露出している。

下部の安山岩と川端屑との関係は，前にのべたとおり， ド位層に見かけ上整合的に接

し，下盤にやや鉱化作用を，あたえている。そして上盤は，粗粒砂岩(礁質)でおおわ

れている。また，同質の安山岩が，西翼の基)氏磯岩~集塊岩状礁岩の中に，角礁となっ

て入っている。したがって，馬追山層堆積の開始期に，熔岩流として溢流したものと考

えられ，西翼部のものは，その際の噴出物であろうと考えられる c 北部地域では，この

情岩流は南北1.5 km にわたって追跡される。

この安山岩は，暗青灰色~暗灰緑色の，ち密なもので，かなり堅硬であるの肉眼的に，

P↓長石の斑品がみとめられる。一般に仮状節理が発達している。

顕微鏡でみると，斑品は，斜長石〉普通輝石宇紫蘇輝石である。斜長石 (An 72) は，

曹長石 (2 V=+72) の外被におおわれていることが多 L、。紫蘇輝石 (2V=-74 ・ 76)

は，周辺に普通輝石の反応縁をもっていることがあるつ普通輝石(2V= 十54) は無色で，

多色性がみとめられない。石基は，充間構造をしめし，斜長石・単斜輝石・磁鉄鉱・曹

長石・黒雲母質の緑泥石・燐灰石などからなる。

砂岩は，淡灰色~淡褐灰白色のもの，陪緑色のものなどがみとめられるが，粗粒のも

のが多く，ひじように凝灰質である。また，喋質の火山砕屑岩質砂岩もみとめられる。

一般に浮石Jl-や植物化石片をふくんでいることが多い。

礁岩は，人頭大以下の安山岩の角礁・亜円礁を多量にふくみ，暗褐色の粗粒砂を基質

とするものである。安山岩礁は，肉眼的には，前にのベた府岩と同じ性質のものである。

安山岩礁のほか，砂岩・頁岩・シノレト岩などの，祭大以下の円喋もまじえている。局部

的には，浮石質砂岩・ i手石質凝灰岩・凝灰質泥岩などを基質として，礁をまじえた，分

扱のわるい堆積状態をしめしていることもある。そのような露出では，集塊岩または角

喋凝灰岩のような外観を呈している。

凝灰岩は，灰白色で，浮石片を多量:にふくむもの，石英粒のみとめられるものなどが

ある。一般に，外観は熔結凝灰岩状で，西翼南部地域で 2 枚みとめられる。

なお石英粒のみとめられるものを，顕微鏡でみると，石英〉斜長石〉黒雲母〉単斜輝

石，および粘板岩や安山岩の岩片を，ガラスと緑泥石からなる基質がうずめている。基

質には，流理構造が発達している。この凝灰岩は，石英粗面岩質凝灰岩である。

層相は，東翼と酉翼とでは，かなりちがっているっすなわち，基底部の陳岩は西翼に，

だけみとめられるが，東翼では識別できない。そのかわり安山岩熔岩が発達している。こ

れらの上部には，石炭薄層をはさむ己/ノレト岩・砂岩の互層が東翼部に発達している。と乙

-7-



第 4 図 玄武岩質安山岩の顕微鏡写真

Py: 普通輝石 PI: 斜長石

第 5 図 石英粗面岩質(熔結)凝灰岩の顕微鏡写真

Qz: 石英 pI: 斜長石 Bi: 黒雲母 GI: ガラス
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ろが， \]翼でほ，植物片をふくむ砂宕層だけで，石tk

Zω

化Eコ

::::;
B

屑はみとめられない。また，西翼でも南却では，安山

主主

隊法\
」ーーし\\
回同\\ 属
国葉酬明 \\E三
E3税灰岩 \、 斗一二
E3抗告 \にV
E負店 ¥"J......j...."':

回 'C ト岩

Eヨ叫

匡ヨ ;I~ 哨

.石農

重洲
実岩

区司漏紺

c
m

馬追山屑柱状

対比肉

A: 西翼 B:東翼

第 7 図民追山府炭層

柱状|司(松井

鉱泉ノ沢)

岩i見をふくむ凝!ソミ頁砂三が

みとめられる号さらにと部

は， tLL1~--~砂 :ff ・国頁;うな

どの互屑・凝り::--1"をはさむ

砂岩屑などが，司翼部に発

達している。 =if-£翼では，凝

氏'NHl粒砂おの厚属が発達

し，その一!二 lこ支山;界情岩が

みとめられるコ以 hの店T相

H:状は，第 7 同のとおりで

東究 450m，

層

松井鉱泉の沢

馬追山脈問詑

沼長III.2.1.3

区二f.-
国翼 270m 。

模式地:

::{rJ:

下流部

ある。

土T

づ
同!

の，標 i苛 20m~35m 台地

に，帯jえに分布している。

N lOつ，...， 20ー、生

ユ己・構

E~N 10ー~ 15 コw· 200~

500N W~SWの走rllJ・ 傾斜をしめしている。

岩相怖には，下位の馬追日1屑と，はっきりと区別できるが，構造的には，差/J?,. .
'"、.関

異はみとめられないのしたがって，整合関係と考えられる c

己/ノレト;守および i)己岩で構成されている。一般に，陪灰色で塊状の産岩日および万十目:

状をしめしていることが多い c

下部には，やや砂1"["の vノレト岩がみとめられるが，上部はほとんど凝灰白泥岩が主体と

なっている。

屑相の水平的変化は，あきらかでない己
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層厚: 200m 以上

III.2.2 第四系

図幅の西部地域，東部山地の山麓，および中央低地帯を構成

している地質系統は，いろいろな層準の洪積統および沖積統で

ある。

洪積統は，この地域のもっとも高い，段丘堆積物によっても

切られる野幌層，それぞれことなった高さにみとめられる段丘

堆積物，および支勿火山噴出物などで構成されている。

沖積統にふくまれるものは，図幅地域を，ひろくおおって発

達している，恵庭火山灰層・樽前火山灰層，低地帯を理積して

いる，いろいろな堆積物，および河川流域に発達している堆積

物などである。

III.2.2.1 洪積統

野幌層

模式地: 輪厚川の中の沢附近の崖，および東部の泉郷(険

淵〉部落の神社の崖

分布: 西部台地の北部地域，および馬追山脈の西麓地域

関係: 下限不明である O 上部は支努火山噴出物でおおわ

れている。

構造: ほとんど水平に堆積している。ただ峨淵神社では，

N15°E ・ 8°_10°N"W の走向・傾斜がみとめられる σ

岩質および岩相: おもに，砂・礁・ネ/ノレトで構成されて

しコる。

シノレトは，緑青色または灰青色で，風化すると灰緑色にか

われやや凝灰質である。シノレト層の中には，しばしば植物

破片をふくんでいる。

砂層は，淡褐色または灰白色で，中粒~粗粒の砂で構成さ

れている。一般に火山灰質で，回結は不充分である。またひ

じように偽層の発達していることがある。まれに，拳大以下

の浮石礁をふくんでいることがある。

国3

園5

圏6
第 8 図野幌層のー断

面(中ノ沢)

1:浮石質凝灰岩
2: 砂鉄

3:粘土
4:粗粒砂
5:偽層の発達する砂
6: 砂喋

A: 第 9 図スケッチ部
/¥
ノ J

喋層は，人頭大以下の円喋・亜門礁を，粗粒の砂でうずめた，未凝固のものが多いっ

一般に，分級されていることが少い。礁の種類は，安山岩類・砂岩・頁岩・粘板岩・チ

ャートなどである。
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。 1m

第 9 図 野幌層の砂層にみとめられるラミナ

(第 8 図 A 部)

野l幌層は，おおよそ v) レトを主体とする泥相と，砂・礁からなる砂礁相とに大別できる

が，それぞれの相の分布やと下関係は，あきらかでな l)o ただ，長都におこなわれた試錐

資料と，野外の観察とから推察すると， と部が泥相，下部が砂操相で構成されているよう

である c 野外では，泥十日は，広島から北部地域の，同鉄千歳線沿線でみることができる。

ここでは，おもにシノレトで構成されていて，炭化不充分の木片や植物破片を，ふくんでい

ることが多い c 砂様相は，中の沢附近や，音江別川流域の高台附近でみることができる。

中の沢附近では，砂層と棟層およびシノレト層が互屑している。また，高台附近では人頭大

前後の円礁で構成される，厚い疎層が発達しているつ高台附;r.rでは，この疎層から砂利採取

がおこなわれているつ東部地域では，おもに砂礁相が発達している。泉郷の神社附近では，

10em 前後の厚さの，亜炭~泥炭質粘土とシノレ屑をはさんでいる。一方，長都の試錐柱状

によると，深度 47.7m から以下が，野幌層と考えられている。その内の上半部深度 270m

附近までは，粘土居または νノレト層が多く，砂・疎層をわずかにはさんでいる。ところが，

270m 以下は，ほとんど砂層で構成されている。泥炭層は，上半部の深度 52m 附近・ 143m

附;E[ ・ 222m 附;r.rと，下半部の 410m 附近にみとめられ，厚さは，それぞれ， 30cm ・ 70cm ・

11m80em ・ 3m となっている。これらのうち， 143m 附疋および 410m 附近の試料の花

ホ

粉分析をおこなった結果は，第 12 図のとおりである。また有孔虫の摘出をことろみた結

果，深度 175m 以下の資料では，数多くみとめられたが， 175m 以上では，まったく摘

出されていなし h さらに，貝殻化石の産出は，下部の砂層(深度 270m 以下)から多産し

キ 旭川学大井口休夫氏の分析結果による。ここに同氏に厚く謝立を表する。

料 北海道立地下資源調査所技師三谷勝利氏がおこなった。
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Pollen diagram Pollen percentage

Upper part(143-143.7) Lower part(410-410.8) Upper part Lower part

Abie 百 (Picea)

~ ~ 26.7 63.2type -レ-

Pinus type v 戸「
ドー-

3.8 7.8

Tsuga type• I~ 1.2 1.6

IAlnus ム h 1.2 6.0 ・

Betulatype -、 〉・ I) 34.8 8.8

Corylustype
./
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iQuercus州V
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IFagus type • 3.2 3.3

Encaceatype• 4.3 1.6
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第 12 図 長都試錐泥炭試料の花粉分析

ているが，上部では，まったくみとめられていない:

2 竹山離層

地形の項でのべたように，西部地域の北部には，周囲の台地面(前にのべた輪厚面)よ

り高い，標高 100m 以上の竹山面がみとめられる。この竹山面は，基盤の野幌層の上にの

る砂疎層と，志庭火山氏層で構成されている。この砂礁層を竹山操層とした c

模式地: 竹山の山頂北側

分布: 竹山を中心とした地域，堆積面の下限は，標高 100m 附近である。

構造: 一般に層理の発達が悪く，走向・傾斜があきらかでない。

関係: 野幌層を不整合におおい，支努火山噴出物・恵庭火山灰層でおおわれている。

岩質および岩相: 人頭大以下の円棟・角疎および砂で構成されている c 竹山山頂南側

の道路切割では，野幌層と二号えられる，細かい礁をもった砂喋層の上に，不規則な面をも

って，操屑がのっている。この操層は，人頭大以下の円操・角礁を火山灰質粘土でうずめ，

雑然とした堆積をしめしている。境界面には，褐鉄鉱の薄層 (3cm-5cm) がみとめられ

る。 牒の種類は，輝石安山岩・変朽 1i. 山岩などである。

層厚: 少くとも 5m 以上である。

この 1深層は，支拐火山噴出物との関係，および分布高度から，石山凶幅地域の，中位段

牢 有孔虫および貝化石の属種名については，三谷勝利氏によって，別に発表される予定。
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丘礁層としたものに相当するであろう。なお，馬追山脈の梁線鞍部(標高 100m~140 m)

にも，拳大前後の，おもに円礁で、構成される礁層が発達している c 厚さは 2m 以上あって，

かなりの範囲にわたって追跡できる。この礁層も，竹山喋層に相当するものと考えられる

ので，地質図では，同ーのものとして塗色してある。

3支第火山噴出物

前にのべた，野幌層および竹山疎層を，おおって西部地域に，模式的に発達している，

凝灰岩および熔結凝灰岩は，いろいろな特ちょうから，支努火山噴出物としてあっかわれ
]). 2). コ). 4). め

ている。この噴出物は，岩相から， 3 つの部層に区分されているが， 乙の図|隔地域では，

おもに上位の二相の発達が良好である。

島松浮石部層

模式地: 島松川および仁井別川流域の採石場。

分 布: この地域で，地表に露出しているのは，島松川および仁井別川流域だけであ

る c 北部地域に発達する凝灰岩の一部には，この部層 lこ相当する部分の存在も推定される。

しかし，岩相上豊平浮石部層と区別できないので，この図幅では，上位の豊平浮石部層に

ふくめて取扱った。

関係: 野幌層との直接の関係は，あきらかでない。

構造: 一般に，塊状の産状をしめしていることが多いため，走高・傾斜は，あきら

かでない。しかし，上位の支拐熔結凝灰岩との， j克の面をみると，局部的に 5° 以下の傾斜

をしめしていることがある。島松J[[の採石場では，例外として， N300W • 16°NE の走向・

傾斜がみとめられる。

岩質および岩相: 灰白色または淡紅白色の，粗しような凝灰岩で構成されている。拳

大以下の浮石疎(絹糸状の光沢をもっている)や，指頭大~小豆大の安山岩礁を，ふくん

でいることが多い。岩相は，あまり変化しないようである。

層 厚: 地表[乙露出している部分は， 5m 前後である。長都の試錐住状によると，約

8m の)享さをしめしている。

ii 支第熔結凝灰岩

模式地: 島松川流域の採石場，および漁川盤尻附 JJJ: の崖

分 布: 地表に露出しているのは，西部地域の島松川から南の地域である。しかし漁

川の南部地域では，地下にかくされている。また，中央低地帯の地表下 31m 附辺にも，熔

中 南部の丘陵地域梁線で，樽前火山灰層・恵庭火山灰層の下位にみとめられる。模式的

には追分図幅地域に入る松井鉱泉東部の三川峠でみとめられる。
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沼を結ぶ線のようである。

関係: 島松川の採石場では，下位の島松浮

石部層とは， i斬移しているようである。しかし，

堅さは，急激にかわっている。

構造: 前にのべたように，東に 5° 以下の傾

斜がみとめられるが，一般には，ほとんど水平に

堆積しているコ露出では，大きな柱状節理と，小

さな板状節理がみとめられる。下部では，柱状節

理がよく発達し，上部になると ， tti状節理が顕著

になっている 3

岩質および岩相: 熔岩流のような外観を呈す

る，合石英・角閃石・普通輝石・紫蘇輝石・安山

岩質のものである。外観は，暗灰色を呈し，安山

岩・頁岩・浮石などの疎粒を多くふくんでいる。

局部的に集塊岩状または角疎凝灰岩状となってい

第 13 図 支拐熔結凝灰岩とその上

位層の露出(漁川)

Ta: 樽前火山灰層

En: 恵庭火山灰層

Wt: 輪厚砂礁層

Sh3:豊平浮石部層
Sh2:支務熔結凝灰岩

d
第 14 図 支務熔結凝灰岩の厚さの消長

a: 漁川盤尻附近 b: 島松川 c: 島松川村田牧場北岸 d: 村田牧場 e: 島松国道附近

f: 長都試錐 A: 島松浮石部屑 B: 支務熔結凝灰岩 c: 豊平浮石部層

B

1

1 がぷi.JJ./
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.1 a
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-15-

却
|
|
|
印l
i
l同

l
i
b
m

「訓Xゆ而キ

e f



ることがある。島松川では，均質であるが，漁IJll流域では，浮石牒や安山岩礁を多量にふ

くみ，集塊岩状となっている。

層 厚: 漁、川流域では， 25m 以上の厚さをしめしているが，島松川では 13m 以下と

なっている。さらに，中央低地帯の長都では 8m 前後となっている。

iii 豊平浮石部層

模式地: 島松川の下流流域

分布: 西部の全域に分布している。東部では，泉郷(喰淵〉附近にみとめられる。

千m

第 16 図豊平浮石部層 (Sh3)

と野幌層 (NP) の

露出(中ノ沢附近)

岩質および岩相: 粗しような凝灰岩からなっている。

淡桃色または灰白色を呈し，塊状の産状をしめしているこ

とが多い。拳大前後の浮石礁を多量にふくみ，また，安山

岩の小礁が数多くみとめられる。

岩相の変化にとぼしいが，南部地域ほど浮石礁の大きさ

が大きくなり，量が多くなっている。下部には，分級され

て，かすかに層理がみとめられる乙とがある。

4輪厚砂醸層

地形の項でのべたように，沖積面と 25m--50m の比高をもっ輪厚面を，つくっている

る。

第 15 図 支務熔結凝灰岩 (Sh2) の上盤面

Sh3:豊平浮石部層

構造: 露出では，ほとんど水平に堆積している。

関係: 支努熔結凝灰岩の発達する地域では，かなり

不規則な面をもって，熔結凝灰岩の上にのっている。また，

西部地域の北部では，野幌層の上に直接不整合にのってい
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1).2)

堆積物である。西部地域のものは，厚別砂棟層と呼んだものの一部に相当する。

輪厚東南の国道沿線，および漁川盤尻附近の崖。東部 18 区附近の丘陵の崖。

布: 西部では，輪厚および盤尻附近に分布している。西部地域の分布高度は，標

高65m-l00m ，比高は 45m 前後である。東部では，標高 40m-60m ・比高 30m 以上

模式地:

分

の丘陵台地に分布している。

西部では，豊平浮石

部層を不整合におおっている。東

岩質および岩相: 西部では，

おもに支努火山噴出物から洗い出

部では，新第三系および野幌層を

不整合におおっている。

係:関

されたと考えられる，火山灰質砂

輪厚砂磯層の露出(竹山南方)第 17 図および礁からなっている。火山灰

質の砂・浮石片を基質とし，その中に安山岩・砂岩・頁岩などの小礁をふくんでいる。灰

白色を宝し，分級されて節理の発達がいちじるしい。偽層がしばしばみとめられる。

東部では，おもに傑層で構成されている。礁は，玄武岩質安山岩・砂岩・頁岩などの，

拳大前後の円疎である ο まれに，粗粒の砂層の薄層をはさんでいる。
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層 厚: 西部では， 4m 以上の厚さをしめしていることもあるが，平均2m~3m で

ある。東部では， 4m 以上の厚さをしめしている。

Sh3

NP

¥
、

広島砂様層

7
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第 20 図 北広島附近の広島砂喋層およびその上位・下位層

F: 腐植土 En: 恵庭火山層 Hs: 広島砂喋層 Sh3:豊平浮石部層 Np: 野幌層

1:西ノ里行幸橋附近 2: 裏ノ沢下流 3: 北広島五千坪附近 4: 同 3

5: 共栄附近 6: 輪厚川河岸 7:島松ノレノレマップ川河串
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~)る。

模式地: 西部一一広島市街附近の崖。東部一一泉郷部落附近の崖。

分布: 広島附近および東部に発達する，標高 20m-30m の台地に分布している。

関係: 模式地では，豊平浮石部屑を，直接おおっている。しかし，東部の北部地域

では，新第三系を直接おおっていることもある。

岩質および岩相: 西部では，支努火山噴出物から洗い出された，浮石・安山岩礁をま

じえた，粗しような火山灰質砂からなっている。したがって，前にのべた輪厚砂疎層と，

ほとんど同じ岩質のものでつくられ，また岩相も，輪厚砂疎層とあまりかわらない。

東部では，火山灰質粘土と疎層で構成されている。粘土層は，灰白色をしめし，指頭大

前後の円疎を，まじえている。この粘土層は，基盤の長沼層の泥岩から，由来したものら

しい。疎層は，厚さ 50cm 以下のレンズ状のもので，粘土層の問に，はさまっていること

が多い。拳大以下の安山岩・砂岩の円棟・角礁からなっている。このほか，丙部と，まっ

たく同じ層相をしめす砂層もみとめられる。

III.2.2.2 沖積統

沖積統にふくめられるものは，区内面の全域にみとめられる火山氏層・河川流城の沖積層・

山麓部に発達する岩屑堆積物，および低地帯を構成する堆積物である。

火山灰層は，岩相から上下 2層に細分することができる。これらの火山氏層を，石山・

樽前山図幅域地域で追跡した結果，下位の火山灰層は，恵庭岳に，上位の火山灰層は樽前

山に，それぞれ噴出源がもとめられている。両層とも，現在の地形面lこ平行して，堆積し

ていることが特ちょう的である。

低地帯の堆積物は，泥炭と氾濫原堆積物とに，わけられる。

1恵庭火山灰層

前にのべたように，恵、庭岳に噴出源、がもとめられている火山氏層で，石山・札幌凶1隔地

域で，月寒火山灰層と呼んだものである。

模式地: 西部の国道ぞいの崖。

分布: 低地帯をのぞく，ほとんど全域に分布している。

関係: 新第三系および洪積統の地層を，おおって発達している。

岩質および岩相: 赤土と呼ばれているもので，粘土化の進んだ火山灰からなっている。

しかし，漁川流域では，まだ火山灰の組織がのこっている。細粒・均質の火山氏で，層理

はみとめられない。

層厚: 潟、]1[:流域では， 2m 前後の厚さをしめしているが，島松川地域では 1m 土，
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広島市街附)5:では 50cm 前後で，その上部が腐植土にかわっている。また，東部地域では，

50cm 前後となっている。

2 樽前火山灰層

模式地: 漁川盤尻附近の崖。

分 布: 図幅の南部地域に，ひろく分布している。ただ，低地帯では，新しい堆積物

でおおわれているため，地表に露出していることは少い。

関係: 恵庭火山灰層をおおって発達している。

岩質および岩相: 浮石および火山灰からなっている。淡褐黄色をしめし，人頭大以下

の多量の浮石礁を，火山灰でうずめている。分級がわるし層理はみとめられない。西部

地域では，東部地域にくらべて浮石礁が大きしまた量も多い。
7)，め

この地域の樽前火山灰層は，土性調査の結果，上から樽前火山氏 a 層・ b 層・ c 層に，分

類されている。それぞれの降灰年代は， a 層は， 1739 年， b 層は， 1667 年， c 層は，紀元珂

3∞年-2∞0 年と推定されている。この図幅では，乙れらの a 層・ b 層・ c 層を，ひとまと

めにして，取扱かった。

層厚: 漁IJl[流域では， 1.5m-2m，泉郷附近では1.5m となっている。

3岩屑堆積物

沖積面との境界は別として，段丘面と段丘面の境界附近や，山麓面などには，はっきり

とした段丘産をつくらずに，なだらかな傾斜面をへて，低い面にかわっていることが多い。

乙とに東部の馬追山麓地域では，このような面が，よく発達している。これは，一種の麓

屑堆積物でつくられた面と考えられる。構成物は，操・砂・粘土などの，分級されていな

い混合物であるつ

地質図では，とくにいちじるしく発達している，馬追山麓(松井鉱泉の北部地域)のも

のを採色した σ 泉郷の南部地域にも，地形上から，樽前火山灰層の下には，おそらく，こ

れと同じような堆積物が，発達しているものと，推定される。

4 泥炭

図幅の中央部をしめる低地帯は，野幌層や，支勿火山噴出物，およびそのほかの新し~)

堆積物で埋積されて，現在みられるようになったと推定されるが，この最終の過程では，

泥炭の堆積がおとなわれている。泥炭の生成は，水域が理積によってちぢめられ，周辺部

から，いろいろな草木が繁茂して，ついには水域が消滅する。その過程で堆積したのが泥

炭とされている。また，それぞれの環境のちがいによって，植物の種類が，ちがっている

ことがあきらかにされている。このような構成植物のちがいによって，低位泥炭・中間泥
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炭・高位泥炭に分類されている。

低位混炭

ハンノキを主体とする，泥炭が発達しているが，水田として開拓され

ているところが多l)o 代表的な漁太附近の土出断面は，第 21 図 (B)

のとおりである。

ii 中間泥炭

島松太の北部に，わずかに発達している。表層は，砂層(砂土)

でおおわれているが，その下位に， 50cm 以上の泥炭がみとめられ

る。この泥史の上部は，ヌマガヤ・ツノレコケモモ・ホロムイスゲ・

ヨネ/・ハシノキなどで構成される中間泥炭である。下部は，ョ ν ・

ハシノキを主体とする低位泥炭となっている。土層断面は第 22 図

のようである。

。に， 40cm ほどの低位泥

炭が発達している。島

松・広島の東部地域も，

長都沼・馬追沼を中心とした低湿地・長都原

野および島松・広島の東部などに分布してい

る。

7)，勺

長都原野は，土性調査によると，媛生なヨシ・

イワノガリヤス・ヒラギ vスグ・ワレモゴワ・

ギボウシ・アヤメ・スギナ・ゼンマイなどが生

育しており，地表まで滞水して，未墾のまま放

置されている地域とされている。また，地表上

部は，ヨネ/・スゲ・ハンノキなどの混合した，

分解の進まない低位泥炭土である。その下に，

樽前火山灰 a 層・粘土層が報告されている。長

都沼南部の湿地帯の土性断面図は，第 21 図(A)

のとおりである。ここでは，樽前火山灰層の上

Eゲ土

第21 図 低位泥炭土層断固

A: 長都厚野 B: 漁太附近

iii 高位混炭

島松川下流地域に，わずかに分布している。表層は，砂層でおお

われているが，下層には，ワタスグ・ヌマガヤ・ミズゴケ・ツノレコ

第 22 図

島松太附近の中

間泥炭土層断面
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は，上流に発達する地質構成物のちが

いと，流量の大小によるものであろう。

漁川下流に

7) , S)

は，土性調査によると，樽前火山灰層の

下lこ，凝灰岩(支努火山噴出物と考えら

れる)を母材とする，砂・操で構成され

る堆積物が報告されている。その分布

は，潟、}l l の下流にひろがり，扇吠地の形

をとっている。また，さらに下流の低地

帯地域では，千歳川合流点まで，礁をま

じえた細粒の砂層が発達している。これ

は，凝灰岩・浮石などを母材とする河成

沖積土とされており，漁川で運搬された

ことが，あきらかである c この河成沖積

土は砂土・砂壌土で構成され，その下位

第 25 図 に，低位泥炭がはさまっている。
マカ附近の土層断

面図 、ンクパイ川・長都川などの下流は，過

第 24 園

長都川東 6 線附近

の土層断面

ケモモ・木などでつくられる泥炭となっている。土層断面は第 23 図にしめした。

5 現河川堆積物および氾濫原堆積物 ふ

泥炭以外の，低地帯の構成物と，山地の河川流域に発達する 10

堆積物をまとめた。
20 ト I ， '::, '1 ,\7'1/ 土.

これらは，いろいろな河川ではこばれた堆積物と，かつて発

達していたと考えられる湖沼の堆積物である。 30

山地を流れる各河川の流域に，発達している堆積物は，厚さ
4D

10m をこすことはなく，川底に基が露出していることが多い。

50
人頭大以下の円疎や角礁と砂・粘土などで構成されている。と

乙ろによっては，水面から比高 2m-Sm ていどの低い河段丘 6

をつくっていることがある。また漁川の下流域では，かなりひ
7の

ろい扇状地をつくっている。

gO
低地帯の堆積物は，各河川の流域で，

それぞれややことなっている。乙れ 守0
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40-

している
第 26 函

長都 ;(1 京洋地械の十

忠|在南部地域や島松附 ;11 層断同

は，持前火山!疋層の下(こ，火山 U(1~-~ 凝灰'~-のァ ~(f 責土

，-.のべたのは，土日:調査にもとっし地天下 1m

1~ ， iJ 後の去層地質である一それ以下のよ由貿については，

が発達している

湿地帯であるが，ここでは，

薄い低日泥炭 (25cm) の下

に，樽 !jij 火dr r-:そ層・ i守灰色

粘 l二層がみとめられてい

る この粘土居ば，河成の

堆植物と考えられている

長都・カマカ地域では，

待前火山川!冒と考えられる

火山性土が主体であって，

そのド位に低イ \":ir~ 民が発達

-~.i l:f-C· 資料にもとづかなければならない しかし江主主間 引

所が少いため，全域にわたる考察は， 11 (1駐である 代 目

去的な，長都試釦資料によると，文笥火山噴出切のヒ 10

には，砂・保・粘土などからなる I5.5m の砂操層が 。
マπ

あり，そのとに，泥炭・火山 r'J( ・粘土などが約 6.5m 第 27 図 京忠史試七 ik

堆指している c これらのうち，下位の砂:深層は，洪積世末期!の堆積物も， くわわっている

と考えられる~ しかしげ {l: の堆積物は，あきらかに沖積世の河川じさ搬と河成の tit 積物と考

えられる 東店、ほの試~j;:資料でも，第 271 引のような:!:i!'-積物が笥'ノ!こ rf I:rftL~~ 物のどにみと

められている

111.3 地質構造な上び地史

l':S ii;J ，C， il 由民は，中央部に， T· 歳 i三日{ff:地帯があり，その西部は，第山系がほとんど水平

に分イ [1 し， 単調な地質構造をとっているご東部の北半は，ー背斜構造をとる新第三系が発

達している:附|同地域には，その烹翼の・;誌と，問翼部が含まれる この馬追背ぶの南部

延長は，北岡 市東の方向をとっている f 百部の南半は，大部分が野 1~ W:層. 1，fJl J J ij'業層・支
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~火山噴出物などによって占められており，新第三系の構造はあきらかでないコしかし石

油資源開発会社では，物理探査の結果，この南半部に，馬追背斜と l恒行する，ー背斜構造

を見出している c さらに，馬追背主?との中間に，剣淵川にそって，断層を推定しているつ

千歳一長沼低地帯:の第四系以下の岩層，および地質構造は，あきらかでない。

北海道丘地下資源調査況で，昭和 29 年 lこ長都部落におこなった， 500m の試錐の k~l--F ;~l)

は，日Ii見居の立に泣い， I漂白の砂層である J その下山の地層についてはわからなかった 3

層の下山に!ま常設的には，いわゆる追分層に相当する長沼田が発達してしユるとよ号えら

れるが令官ヲミな資料がない 今まで石狩低j也市で，試みられた物京査の結果では，ゆる

やかな !~ij~の追を示している Ltこがって，そのえJ!徒である，千窃 長沼低地?誌の下

にもフゆるく fr'} i!げしたお?泊三 !(~7Jj ， 三しているものと三えられる

川市冒のJHJ立は， ιo;g~i~~:J~~I· のよでの入手のちが C 1 や， )己合凶 iji 白地域の !i fr 層決意か

らみてたしてー→誌なものではなかったようである 大きくみると京から百に\if]って， し

だい:二万くなっているようである また刊の耳翼 i，I'I1)\ こ， Corbicula を産すること

や，抱明 T1・ゃ討を，合んでいるごとから，包かん水域の;記の J仕漬物であることがわ

かる まだ長をはさんだり， {予行片が多いことからヲ川端層 ffU 亘当時 Jこ， jed[日が

あったことが推定される ;二百でしだいに，浮石片や凝りミヨ切立が多くなってゆくこと:土，

川市!吾の責二，火山市町がほげしくなったのであろう

日~;8LLL: 官の民ほ羽毛却では保守層からはじまり，翼部では;之山方 i容宕 mL からはじ

まっている 玉三翼部の支 III 岩沼;うの下位の l[t 端層の頁岩は j;Jl~ イじ作 j司を受けている τt"-r
c歩、十~，

j;f f百丙翼で，弓 i己dJ 冒と捜する， Jll;C;M層の層江戸は，同じでない このようなことから， Jlt~tM

層と馬追r Lr冒とのIi司に，不整合があるのではなし 3かとちえられる 川端層が京から可に穴]

って，厚さを沈じている現支も，あるいほ，この不整合によって，翼部がけずられてい

るためかも知れな(，

めらオL1'J:l~ c

しかし野タトでは，見掛けは走市fj，傾斜および構造には，主異はみと

馬;u山居のflU責は， このエ也域では;長l 'l汽ノKJ~~ ， あるいは淡水域であったことは，

炭層を扶んでいることから，推定できる またJ If ftfM明から引続いた火山活動があったこと

は，支[Ir岩溶岩流・凝氏岩・月牒~U~集塊宕をばさんでいることで立lirEされるつ馬追L!J層が

馬追背会!の百五両翼で，厚さがちがっていることは，堆積がかなり不安定な状況のときに，

行われたものと思われる この原因は之山吉のj益流にもとづくものであろう

長沼周の3fH責は，馬j己山層tift責の延長であって，その岩相からみて，やや深い日 lこ汁;積

したものであろうョ
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千歳一長沼低地帯の生成時期は，石狩低地帯の生成時期と，密接な関係をもち，一種の

地溝的なものであろうと考えられる。千歳一長沼低地帯には，野幌層が厚く堆積し，その

基盤部が，東西両側の丘陵地に，はい上っていることから，その生成時期は野幌層堆積前

ということができるであろう。

野幌層は，このような地溝を中心として堆積したもので，その環境は，浅海性の貝殻の

生棲する海域と考えられる。しかし後期には，外洋とへだてられたらしく，海棲の動物は

まったくみとめられなくなり，泥炭を堆積する環境となったようである。

その後は，聞けつ的な隆起にともなって，数段の段丘面をのこしながら，この地域一帯

は隆起した。その結果，低地帯もひじように浅い水域(湖沼)となった。そして，段丘面

のうち，中位の竹山面の形成後に，支努火山噴出物がもたらされた。

洪積世の末期から沖積世にかけて，この地域のまわりで，最新期のはげしい火山活動が

あって，浮石・火山灰などが堆積している。低地帯は，ほとんど埋積されて，現在の湖沼

の前身がわずかに残っていたていどと考えられる。そしてその周辺部には，湿地が形成さ

れて泥炭の堆積がおこなわれた。また現在の河川にそって，氾濫原面が形成され，現在に

およんでいる。

IV 応用地質

この地域lこは，金属鉱床地帯はまったくみとめられない。地下資源としては，支努熔結

凝I)ミ岩が建築用軟石として利用され，また野幌層の中の疎層が，路床の敷石用砂利や建築

用骨材の砂利として，利用されている。しかし，この地域の地下資源として， もっとも注

目しなければならないのは，千歳・長沼低地帯の泥炭地に庇胎している。共水性天然ガス

と，馬追背斜，および低地帯の沖積層の下の，新第三紀層にふくまれる石油，石油系天然

ガスである。

通称「山砂利J といわれる野幌層中の操層は，東側山地の南半部と西側丘陵地帯の北部

にひろく分布している。現在地表に露出して，稼行されているものは，千歳市オイノレカ東

方の泉郷に通ずる道路から東北約 8.2km の地点と音江別附近である。千歳市のものは，礁

の組成が，黒色粘板岩・珪岩・ホノレシブェノレス輝緑凝灰岩などで，第三系の砂岩・頁岩が

ほとんど見られない。したがって，良質の喋層である。ここだけで約 53，000 立方坪の可採

量がみとめられる。西側正陵地帯のものは音江別川の中流地区で採取されている。

軟石は，島松附近で数カ所切出され，その需要もかなり多く，有望視されている。
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昭和 29 年度測定
ガス量 m3/day

2.16

井戸所有者

宇野義雄

可燃性天然ガス帯は，図幅中央部の長沼一千歳ー低地帯に広く分布し，おもに自家用とし

て暖厨房用，あるいは照明用として利用されていた。しかしその量は昭和 29 年度の調査

の結果 h，わずかなものであって，昭和 26 年度調￡当時よりさらに減衰している。
その一例をあげれば次の通りである。

昭和 26 年度測定
ガス量 m3/day

2.16

島田吉蔵 3.46 0.62

逢板利助 0.26 0.26

松村信夫 1.03 0.1

遠藤由蔵 5.18 tr

井川義行 0.12 0.12

大波進一 25.9

近藤義一 0.32

昭和 26 年度調査では，調査井 206 のうち， 66 井がガスを持っているが， 51 井は 0.1~4

m3/day であり，また， 20~40 m3/day のものは 2 井であった。ところが，昭和 29 年度の

調査では合ガス井は， 136 井のうち 30 井で， 1m3/day 以上のものは 8 井だけで，最高は

わずかに 2.16 m3/day であった。 この数字は，ガス井の自然減哀をしめすものばかりでな

く，廃井もある。また設備が不完全のため，ふさがってしまったものもあるが，全般的に

みて，減衰しつつあるものと考えられる。

千歳一長沼地域の浅層のガスについて，結論的にいえば，千歳地区は長沼地区にくらべ

て，ガスポテシ長ノャノレは，かなりおとっている。どの井戸でも，試掘当初はかなりのガス

が出るが，年とともに減少してゆく傾舟がみとめられる。

含ガス層は，長沼地区では， 70 m, 90m, 120m の 3 層がある。ところが千歳・島松・

恵庭地区では 120m 層はわりあいあきらかであるが， 70m 層と 90m 層は区別できず，と

の聞の深度の井戸は，微量のガスをもっているだけである。

千歳・長沼地区を通じてみると，ひとつの向斜構造が長沼から舞鶴橋附近をへて，長都

沼西方のカマカを通って走っている O 今までの地化学探査によると，乙の構造にそった所

が，合ガス量が多し )0 したがって，その深部の状況を見るため，カマカで，深度回Om の

構造試錐を行なった。その結果，途中の深度の浅層ガスは微量で，利用できるようなもの

はない。また，深度 500m まで野幌層がつづき，洪積層の下の新第三系までは到達しなか

った。湾中の岩蕊について，コア一分折を試みた結果，深部では，相当強力な破かい作用で，
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ガスポテシシャノレが期待できないという結論に達した。また，下位の新第三系のガスの

影響は，この井戸では，まったくみとめられなかった。

以上のべた浅層のガスとは関係なく，新第三系の中にふくまれる，石油および石油系ガ

スがこの地域で注目されている。舞鶴橋附近の深い井戸の内には，石油系ガスの影響があ

るとされているものもある。また泉郷 (I喰淵)附)[[の水田中にふき出しているガスは，石

油系のものである。新第三系の明瞭な背斜構造は，馬追山の西麓に，川端層を中核として，

ほぼ南北の方舟にのびている。乙れには昭和 16 年 5 月，日本石油で，深度 1ωOm の試錐

が行われている。最近は物探によって，石油資源開発株式会社が， 馬追背斜の南西側に，

雁行-する背斜構造を発見し，試掘を計画した。このjJL井の，予定深度は 2∞Om である。

昭和 34 年 2 月に掘進が開始されたが，深度 238m で，ガス徴がみとめられている。また，

千歳一長沼低地帯内の新第三系の構造を知ることによって，新らしい合hEY也'市を発見する

可能'['1:がある。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

(Scale 1:50,000)

ENIWA

(Sapporo ・31)

By

SutekazuNagao, HiroshiOsanai

andShoz6Jshiyama

(GeologicalSurveyofHokkaido)

Resume

ThisENIWAgeologicalsheetcoversanarealyingbetween,12°50' ,"""

43ー0'N.lat., and between 141°30' ,"",, 141°45' E. long. The ISHIYAMA

geologicalsheet, whichbeenpublishedisawestadjacentofthissheet.

Topographicallyspeaking, thecentralpartofthissheetisoccupied

bylowlandof18kmwidthfromnorthtosouth. Westernsideisa

lowelevatedplateauwithQuaternarydepositsandterracesofvarious

height. Ineasternpart,asmallmountainrange(Umaoimountainrange)

of5280m heightrunsfromnorthtosouthneartheendofthissheet,

andtaperinggraduallytothecentrallowland.

NeogeneTertiary

TheoldestformationofthisareaistheKAWABATAformationconｭ

sistingofsandstone, shale, andsiltstonewith tu 旺 beds. Visible

thicknessis300'"""450mattheexposureofUmaoimountainrange, where

ananticlinalstructureisobserved.

TheUMAOIYAMAformationcoverstheabovementionedKAWABATA

formationdirectlywithbasalconglomerateatthewesternflankofthe

Umaoianticline, andwithandesitelava- 臼ow attheeastern 日an k. The

lithiccharacterandthethicknessofthe UWAOIYAMAformation are
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verydi 百erent attheeasternpartandthewesternpartoftheanticline.

Ineasternflank , itisconsistedofsandstone, siltstone, conglomerate,

andesitelavaflow, andthincoal-seamsinlowerpart. Thicknessis

450m.

Inwesternflank , itisconsistedofsandstone, shale, siltstone, and

conglomerateinlowerpart. Noandesitelavaflowandcoal-seamare

observed, totalthicknessis270m.

TheNAGANUMAformationcoversUMAOIYAMAformationconforｭ

mably, totalthicknessis200m.

Siltstoneandmudstonearepredominantinthisformaton , tufaceous

elementiscomprisedineveryhorizone, especialyintheupperpart.

ThosethreeformationsarecorrelatedtoMiocene.

Quaternarydepositisdividedintofollowingformationsinascending

order.

(Recentriverdeposit

Alluvium <Tarumaevolcanicashbed

lEniwavolcanicashbed

'Hiroshimasand 圃gravel bed

IWattsusand-gravelbed

UpperDiluvium IShikotsuvolcanicmember

~ (Toyohi 廿ira pumicebed

Diluvium J I~ S泊制hikoぱtsu weldedι-tu

IlωShi廿imama討ts叩u pumicebed

lTakeyamagravelbed

LowerDiluvium Nopporoformation

TheNOPPoRoformationcoverstheNAGANUMAformationunconformaｭ

blyineasternpart, anddistributedalloverthisarea, formingvisiblelowest

formationinwestern-part, andverythickaccumulationinthecentral

low-land. Itconsistsofdarkgraysandymud, coarsesand , silt, and

clay. Totalthicknessissupposedtobe over450m.accordingto

thedataofwellboringfornaturalgasinOsatsuarea.

TheTAKEYAMAgravelbedisthelowestbedofupper Diluvium,

andtuff, pumice, sand, gravel, clayandweldedtu 任 are includedinthe

upperformation.
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VolcanicashbedsinAluvialdepositshowrecentvolcaniceruption

ofTARUMAEandENIWAmountain.

ThemineralresourcesofthisareaaregravelofthebasalNOPPRO

formation , constructionuseofwelded tu 任 in theSHlKOTSUvolcanic

member, oreandgasofthecentrallow-landandUMAOIanticlineofthe

easternpartofthissheet.

Shallowholizonemethangashavebeenfamousinthisarea, but

hasnotutilizedyetexceptingsomedomesticuse. Thereserveandthe

potentialofthismethangasarenotsobigcomparedwiththeISHIKARI

area.

OilexploritationisnowunderprospectingoftheSEKIYUSHlGEN

KAIHATSUCo.1.T.D. (Oil-ExploritationCo.)atthewestern side of

Umaoimountainrange, whereananticlinalaxisisrecentlydiscovered

undertheprospectionoftheSEKIYUSH!GENKAIHATSUCo., whichis

sub-pararelltotheUmaoianticline.
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恵庭地質図幅正誤表
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